


嚴島神社について

　���� 年夏、現代に受け継がれてきた、わが国を代表する神社・嚴島神社境内にて、

小 さ な 建 築 空 間 を 実 現 す る 建 築 学 生 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し ま す。��� 年 神 の 島 に

社殿を創建したことに始まり、���� 年平清盛により寝殿造りの大規模な社殿が整え

られました。現在、御本社・客神社・回廊など � 棟が国宝に、�� 棟 � 基が重要文化

財に指定されています。高舞台（国宝：附指定）は日本三舞台の � つに数えられるほか、

海上に立つ高さ ��m の大鳥居（重要文化財）は日本三大鳥居の � つです。嚴島神社

の大鳥居は ���� 年の建立から ��� 年が経過し、令和元年 � 月より損傷や老朽化の

修理が開始されています。

開催

　 本開催は、公募した参加学生を � 月 �� 日に選出し、�� つの班に分かれて、� 月 �１

日（土）に 全 国 から 広 島 に 集まり、現 地 調 査 を開 始します。嚴 島 神 社 で は、開 催 テ ー

マとしての位 置 づけにもあるこの場 所 が 持つ特 有の力や意味を身 体 で 感じ、その中か

ら 各 々の 班 で 発 想 の 原 点 を 見 出し ていきます。さらに 周 辺 地 域 の 街 歩きを 繰り返し、

いま現代に生き、東京で学んでいることへの意味をみずから問うていきます。

　 � 月 � � 日（ 土 ）の 提 案 作 品 講 評 会 で は 、国 内 外 に て 活 躍 を さ れ る 建 築 家・構 造

家 の 先 生 方 を 中 心 と し た 講 評 者 の 指 導 の も と 、日 本 に お け る 貴 重 で 特 殊 な 環 境 に

お け る 場 所 性 に 根 づ い た 実 作 品 を つ く り あ げ る 意 味 を 問 い 正 し 、� 月 � � 日（ 日 ）

の 実 施 制 作 の 打 合 せ で は 、地 元 の 建 築 士 や 施 工 者 、大 工 や 技 師 、職 人 の 方 々 に 伝

統 的 な 工 法 を 伝 え て い た だ く 機 会 を 得 な が ら 、日 本 を 代 表 す る 組 織 設 計 事 務 所 の

方 々 や 多 く の ゼ ネ コ ン に 所 属 さ れ る 技 術 者 の 皆 様 に よ る 実 技 指 導 を い た だ き ま す 。

　 � 月 � � 日 （ 日 ）、 こ の 参 加 学 生 た ち が 制 作 し た 小 さ な 建 築 が � 体 、 嚴島神社境

内 に 実 現 し ま す 。 当 日 は 、こ れ ら の プ ロ セ ス を 経 て 創 出 し た 建 築 空 間 を � 日 だ け 、

ど な た で も 体 験 し て い た だ け ま す 。 そ し て 、 建 築 ・ 美 術 両 分 野 を 代 表 す る 評 論 家

を は じ め 、 第 一 線 で 活 躍 を さ れ て い る 建 築 家 や 美 術 家 の 方 々 、 世 界 の 建 築 構 造 研

究 を 担 い 教 鞭 を 執 ら れ て い る ス ト ラ ク チ ャ ー ・ エ ン ジ ニ ア に よ る 講 評 者 に お 集 ま

り い た だ き 、 公 開 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 開 催 い た し ま す 。

学び

　 開 催 に は 、県 内 を は じ め と し た 広 島 周 辺 の 多 く の 方 た ち や 、こ れ ま で の 開 催 地

の 関 係 者 の 皆 さ ま 、そ し て 全 国 か ら 集 ま る 建 築 に 関 わ る 関 係 者 や 一 般 参 加 者 に 向

け た 発 表 を 行 い ま す 。建 築 の プ ロ セ ス に 胸 を 躍 ら せ る � ヶ 月 。参 加 学 生 た ち が さ

ま ざ ま な 歴 史 を も つ 宮 島 の 伝 統 を 学 び 、こ の 文 化 に 位 置 づ け た 解 釈 を 生 み 、嚴島

神社に 存 在 し 続 け る 建 築 様 式 に 連 な り 、訪 れ た 人 た ち の 心 を 落 ち 着 か せ 、祈 り を

捧 げ る よ う な 空 間 体 験 と 提 案 の 発 表 に 、ど う ぞ ご 期 待 く だ さ い 。



村上　徹　　（建築家 │ 広島工業大学 名誉教授）

谷尻　誠　　（建築家・起業家 │ SUPPOSE DESIGN OFFICE 主宰）

前田　圭介　（建築家 │ 近畿大学 教授）

石川　勝　　（大阪・関西万博会場運営プロデューサー）

太田　伸之　（日本ファッションウイーク推進機構・実行委員長）

前田　浩智　（毎日新聞社 主筆）

建畠　晢　　（美術評論家 ｜ 多摩美術大学 学長 )

南條　史生　（美術評論家 │ 森美術館 特別顧問）

平田　晃久　（建築家 │ 京都大学 教授）

平沼　孝啓　（建築家 │ 平沼孝啓建築研究所 主宰）

藤本　壮介　（建築家 │ 藤本壮介建築設計事務所 主宰）

安井　昇　　（建築家 │ 桜設計集団 代表）

安原　幹　　（建築家 │ 東京大学 准教授）

山崎　亮　　（コミュニティデザイナー │ 関西学院大学 教授）

山代　悟　　（建築家 │ 芝浦工業大学 教授）

吉村　靖孝　（建築家 │ 早稲田大学 教授）

五十嵐太郎 （建築史家・建築批評家 │ 東北大学 教授）

倉方　俊輔 （建築史家 │ 大阪公立大学 教授）

稲山　正弘　（構造家 │ 東京大学 教授）

腰原　幹雄　（構造家 │ 東京大学 教授）

櫻井　正幸　（旭ビルウォール 代表取締役社長）

佐藤　淳　　（構造家 │ 東京大学 准教授）

芦澤　竜一　（建築家 │ 滋賀県立大学 教授）

長田　直之　（建築家 │ 奈良女子大学 准教授）

【 制作内容 】

“ 今、建築の、原初の、聖地から“ ～島の未来のために建築ができること

“ 唯一無二の環境を守るために、あなたの提案を実現化してください ”

・フォリー ( 原寸模型 ) を地域産材（自然素材：木材、和紙、土、石など）の材料で制作

・リユース、リサイクル制作を前提とし、ゴミを出さない手法や構法、利用方法を探る



1974 年 広島県福山市生まれ。1998 年 国士舘大学工学部建築学科卒業。2003 年 UID 設立。 2022 年より近

畿大学教授。故郷である「広島県福山市」を拠点に国内外でインターローカルな設計活動を行う。主な受賞

歴は「アトリエ・ビスクドール」で ARCASIA 建築賞ゴールドメダル、第 24 回 JIA 新人賞、日本建築学会

作 品 選 奨。「Peanuts」で 日 事 連 建 築 賞 国 土 交 通 大 臣 賞、こ ど も 環 境 学 会 賞 デ ザ イ ン 賞。「群 峰 の 森  

/COSMIC」で AR House 2016 Winner。「とおり町 Street garden」でグッドデザイン 2017 金賞など。

2017  滋賀・比叡山2011 滋賀・竹生島 2015  和歌山・高野山 2016  奈良・明日香村2010 奈良・平城宮跡

2018  三重・伊勢神宮 2019  島根・出雲大社 2020  奈良・東大寺 2021  東京・明治神宮

新型コロナウイルス感染拡大防止の為
本開催を中止いたします。










